
メーデー

首
相
の
面
前
で
強
調

平
和
と
労
働
者
の
権
利

長
時
間
労
働
に
な
る
だ
け

ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
の

「
ア
ベ
マ
プ
ラ

イ
ム
」
で
、
５

月
１
日
に
「
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア

解
禁
っ
て
ダ

メ
？
」
と
い
う

討
論
番
組
が
放
送
さ
れ
た
▽
番

組
の
進
行
は
「
タ
ク
シ
ー
業
界

が
利
用
者
を
〝
搾
取
〞
し
て
い

る
」「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
完
全

解
禁
し
て
タ
ク
シ
ー
と
競
争
さ

せ
れ
ば
安
く
な
る
」
と
い
う
内

容
▽
相
変
わ
ら
ず
ペ
ラ
ッ
ペ
ラ

の
浅
い
主
張
に
あ
き
れ
た
も
の

の
、
中
道
改
革
連
合
の
海
江
田

万
里
・
前
衆
院
議
員
が
「
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
さ
ん
の
賃
金
は
よ

う
や
く
上
が
っ
て
き
た
と
こ

ろ
。
30
年
、
安
さ
だ
け
を
求
め

き
た
こ
と
が
問
題
」
な
ど
理
路

整
然
と
反
論
し
、
出
演
者
に
も

そ
の
言
葉
は
届
い
た
よ
う
に
見

え
た
▽
そ
し
て
番
組
放
送
の

５
日
後
、
痛
ま
し
い
磐
越
道

バ
ス
事
故
が
起
き
た
。「
白
バ

ス
」
が
疑
わ
れ
る
こ
の
事
故
の

後
で
も
、
番
組
側
は
同
じ
進
行

が
で
き
た
だ
ろ
う
か
？
い
い
加

減
に
〝
安
全
〞
や
〝
適
正
な
対

価
〞
を
無
視
し
た
議
論
は
終
わ

り
に
し
よ
う
▽
も
う
一
つ
気
に

な
っ
た
の
は
〝
搾
取
〞
と
い
う

言
葉
の
軽
さ
。
実
際
に
海
外
の

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
、
働
く
人
や

利
用
者
か
ら
、
ど
れ
だ
け
エ
グ

イ
〝
搾
取
〞
を
し
て
き
た
か
。

浦
田
誠
さ
ん
の
書
い
た
本
「
ど

う
な
る
？
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」（
３

面
に
書
評
）
を
読
ん
で
そ
の
実

態
を
知
れ
ば
、
と
て
も
口
に
は

で
き
な
い
だ
ろ
う　
　

Ｋ
・
Ｔ

春
闘
　
44
単
組
が
妥
結

　

連
合
は
４
月
29
日
、
東
京
の

代
々
木
公
園
で
第
97
回
メ
ー
デ
ー

中
央
大
会
を
開
催
。
２
万
６
千
人

が
集
い
ま
し
た
。
全
自
交
か
ら

は
、
東
京
地
連
の
仲
間
を
中
心
に

約
１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
全
国
の
メ
ー
デ
ー
＝
４
面

　

中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
４
年
前
か

ら
首
相
が
来
賓
出
席
す
る
よ
う
に

な
り
、
今
回
も
高
市
早
苗
首
相
や

上
野
賢
一
郎
厚
生
労
働
大
臣
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
改
憲
を
も
く
ろ

み
、
他
国
と
の
緊
張
を
高
め
、
裁

量
労
働
制
の
拡
大
に
よ
る
長
時
間

労
働
化
を
狙
う
政
権
に
対
し
、
厳

し
い
視
線
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

芳
野
友
子
連
合
会
長
は
、
労
働

組
合
の
取
り
組
み
に
対
す
る
社
会

的
な
共
感
性
が
低
下
し
て
い
る
課

題
を
真
摯
に
認
め
な
が
ら
、「
一

人
ひ
と
り
が
、
と
も
に
働
く
同
僚

が
、
家
族
が
、
地
域
の
仲
間
が
、

ジ
ブ
ン
ゴ
ト
と
し
て
平
和
の
実
現

に
向
け
た
思
い
を
一
つ
に
、
で
き

る
こ
と
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
思
い
や
行
動
を
大

き
な
う
ね
り
と
し
て
い
く
の
は
、

私
た
ち
労
働
組
合
で
あ
り
た
い
」

と
、
平
和
を
守
る
決
意
を
、
言
葉

に
込
め
ま
し
た
。

た
が
、
高
市
首
相
も
上
野
厚
労
大

臣
も
原
稿
を
読
む
だ
け
で
、
こ
の

批
判
に
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

秋
田
中
央
タ
ク
シ
ー
労
組
が
歩
合

率
の
引
き
上
げ
・
定
年
延
長
で
妥

結
し
、
東
京
地
連
の
帝
都
自
交
労

組
が
ハ
イ
ヤ
ー
や
内
勤
者
で
昨
年

を
上
回
る
昇
給
を
勝
ち
取
る
な
ど

の
成
果
が
特
徴
的
で
す
。

を
「
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
裏

付
け
は
何
一
つ
な
く
、
長
時
間
労

働
に
な
る
だ
け
」「
精
神
論
的
手

法
」と
厳
し
く
切
り
捨
て
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
労
働
者
が
努
力
に
努

力
を
重
ね
て
産
み
出
し
た
利
益

は
、
株
主
に
配
分
さ
れ
た
り
、
企

業
の
中
に
蓄
え
ら
れ
た
り
し
て
い

る
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し

年
同
期
を
下
回
っ
て
お
り
、
運
賃

改
定
後
の
分
配
等
に
関
し
厳
し
い

交
渉
が
各
地
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

第
二
弾
妥
結
報
告
の
中
で
は
、

　

ま
た
芳
野
会
長
は
、
メ
ー
デ
ー

が
１
４
０
年
前
に
長
時
間
労
働
・

低
賃
金
の
是
正
を
求
め
て
始
ま
っ

た
歴
史
に
触
れ
「
い
ま
再
び
長
時

間
労
働
是
正
を
叫
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
実
は
、
悪
い
冗
談
の
よ

う
」
と
指
摘
。
政
府
が
検
討
す
る

裁
量
労
働
制
の
拡
充
（
一
部
の
業

種
で
の
長
時
間
労
働
容
認
政
策
）

　

２
０
２
６
春
闘
は
、
５
月
12
日

ま
で
に
14
地
連
本
の
44
単
組
・
支

部
か
ら
妥
結
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
妥
結
報
告
組
合
数
は
昨

 5月12日現在　本部報告分　
 14地連本　44単組・支部　10,490人が妥結
【北海道地連】
　函館タクシー労働組合　4月17日　現行賃金制度維持▽嘱託社員へ
の手当支給＝安全手当1,200円、皆勤手当3,000円▽洗車機ブラシ交換

【岩手地本】
　玉川支部　3月20日　現行賃金制度維持
　釜石支部　3月31日　現行賃金制度維持

【秋田地連】
　秋田港交通労働組合　3月10日　現行賃金制度維持▽夏季手当支給
10,000円▽生活支援対策として、商品券5,000円分支給＋そうめん支給（全
自交物販品）▽ジャンパー支給▽勤務シフト改善
　羽後自動車学校労働組合　3月26日　定昇10,000円～20,000円▽夏
季・冬季一時金継続交渉
　秋田中央タクシー労働組合　4月23日　歩合率改定＝最高52％→54％
（定年引上げに伴う措置）▽最賃協定別途締結※秋田県の地域最賃発
効日は3月31日▽期末手当支給50,000円▽65歳までの定年延長を今年度
中に実施▽除雪機導入
　国際労働組合　4月24日　現行賃金制度維持▽生活支援一時金支給
　あさひタクシー労働組合　4月25日　現行賃金制度維持（歩合率45％）
　秋田合同タクシー労働組合　4月30日　現行賃金制度維持 

【山形地本】
　酒田観光支部　3月31日　現行賃金制度維持
　酒田合同支部 3月31日　現行賃金制度維持
　赤湯支部　5月5日　現行賃金制度維持

【宮城地本】
　仙南観光支部　4月1日　現行賃金制度維持▽ワイシャツ代4,000円支給
　多賀城振興支部　4月21日　現行賃金制度維持  
　ＫＭ仙台支部　4月24日　現行賃金制度維持▽消費税支援金5,000円
（食料品の消費税ゼロが実現せず物価高騰の影響が大きいことへの支援
金）▽全自交物販のそうめん支給

【千葉地連】
　京成タクシー佐倉八街労働組合　3月30日　現行賃金制度維持▽春
闘解決金＝正社員・嘱託社員6,000円、定時制3,000円 

　京成タクシーイースト佐倉労働組合　4月24日　現行賃金制度維持▽
春闘解決金＝13,000円

【東京地連】
　帝都自動車交通労働組合　4月20日　▽ハイヤー＝定昇平均5,000円
（昨年＋2,000円）▽技工＝定昇平均3,000円（昨年＋500円）、職務給10,000
円増額▽職員＝定昇平均3,000円（昨年＋500円）、職務給30,000円増額
（昨年末に実施済み）▽タクシー＝現行賃金制度維持▽ハイヤー賞与＝平
均600,000円（昨年＋25,000円）かつ60歳以上延長勤務者へのカット条項を
撤廃▽技工・職員賞与＝年間3.1カ月▽タクシー特別一時金＝期間営収に
よって5,000円～80,000円。総額原資は昨年比＋250万円▽交通費上限の
引き上げ（タクシー・技工・職員）34,000円→40,000円▽タクシーの帰路高速
会社負担の首都高速部分を改定▽ハイヤーのワゴン手当継続支給（1,000
円）▽技工の定年後再雇用時の賃金条件を改善（3年経過で5％アップ）▽
職員の寮使用基準の改定検討。

【新潟地連】
　アイエムタクシー労働組合　3月27日　夜間勤務対象者の配分率43％
→45％に改定▽決算手当支給＝25,000円＋α▽夏季・年末一時金＝別途協
議▽定年延長65歳→66歳
　高田合同自動車労働組合　3月28日　現行賃金制度維持

【兵庫地連】
　ポートグループ労働組合　4月16日　タクシー＝現行賃金制度維持▽バ
ス＝基本給ベア10％（平均20,000円以上）▽福利厚生予算を拡充

２０２６春闘  妥結第二弾

約160人の全自交の仲間が終結。中央の３人は左から溝上泰央委員長、
本木弘副委員長、掛川正一副委員長

連合の芳野会長（左）は、平和を守るため
の行動を呼びかけ、政府が検討する裁量労
働制の拡充を「不要」と断言。しかし高市
首相や上野厚労大臣は、渋い表情を浮かべ
たまま、応答しませんでした

ハイタク・観光バス・自教労働者の新聞 全自交労連ホームページhttp://www.zenjiko.or.jp　　公式X（旧ツイッター）＠zenjiko_roren

T H E  Z E N J I K O主な記事
全自交しんぶん

発　行＝全国自動車交通労働組合連合会
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3丁目7番9号
電　話＝03東京（3408）0875
ＦＡＸ＝03東京（3497）0107
zenjiko-roren@zenjiko.or.jp
発行責任者＝本田　有
原則毎月15日発行（月１回）
……購読料 1ヵ月 70円……

２面：全国タクシー運賃改定
状況▽燃料問題など交
運労協が国に要請

３面：ライドシェア問題の必読
書が出版▽核戦争に勝
者なし

４面：各地で組織拡大行動▽東
北で燃料対策要請さらに
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全国タクシー運賃改定状況 交
運
労
協
が
緊
急
要
請

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

深
刻
な
労
働
力
不
足
と
長
時
間
労

働
に
よ
る
低
生
産
性
を
解
消
す
る

た
め
に
始
ま
っ
た
「
働
き
方
改
革

関
連
法
」
は
２
０
２
４
年
４
月
よ

り
運
輸
産
業
で
も
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
改
善
基
準
告
示
で
は
、
脳
・

心
疾
患
に
よ
る
労
災
件
数
が
最
多

と
な
っ
て
い
る
自
動
車
運
転
業
務

の
長
時
間
労
働
を
防
ぎ
、
健
康
確

保
に
努
め
る
こ
と
で
国
民
の
安
全

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

運
転
者
に
労
働
時
間
上
限
と
休
息

時
間
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。　

高
市
首
相
は
２
月
20
日
の
施
政
方

針
演
説
の
中
で
、
労
働
者
の
健
康

が
阻
害
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
「
裁

量
労
働
制
」
の
見
直
し
に
触
れ
ま

し
た
。
弱
い
立
場
の
労
働
者
を
長

時
間
労
働
に
追
い
込
み
「
働
き
方

改
革
」
に
逆
行
す
る
も
の
で
看
過

で
き
な
い
と
し
て
、
交
運
労
協
は

労
働
時
間
規
制
の
緩
和
に
対
し
、

緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
運
労
協
は
３
月
17
日
、
高
市
政
権
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
「
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
」
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
べ
く
、
厚
労
省
と
国
交
省
に
緊
急
要
請
を
実
施
。
４
月

に
は
中
東
情
勢
を
受
け
た
対
策
を
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

交
運
労
協
は
４
月
13
日
、
２
０

２
６
年
政
策
・
制
度
要
求
を
12
省

庁
に
提
出
し
、
特
に
燃
料
の
ひ
っ

迫
と
高
騰
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

国
交
省
へ
の
要
求
で
、
交
運
労

協
の
池
之
谷
潤
議
長
は
「
特
に
長

期
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
東
情
勢
に

つ
い
て
、
現
地
に
留
ま
る
船
員
の

安
全
確
保
と
早
期
帰
還
を
願
う
と

と
も
に
国
内
に
お
け
る
燃
料
需
給

の
ひ
っ
迫
に
対
す
る
大
胆
な
打
開

策
を
強
く
要
請
す
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。
国
交
省
の
水
嶋
智
事
務
次

官
は
「
備
蓄
原
油
の
放
出
で
、
当

面
の
燃
料
供
給
に
問
題
は
な
い
が
、

元
売
り
各
社
か
ら
の
流
通
ル
ー
ト

が
複
雑
で
、
供
給
が
行
き
届
い
て

い
な
い
所
が
あ
る
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
状
況
打
開
に
向
け

て
動
き
始
め
て
い
る
」
と
回
答
。

　

ま
た
総
務
省
で
は
、
蒔
田
純
司

事
務
局
長
が
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
も
高
騰

が
著
し
く
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
」
と
現
状
を

伝
え
、
原
邦
彰
事
務
次
官
は
「
燃

料
流
通
の
目
詰
ま
り
に
起
因
し
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
政
府
全

体
で
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

対
応
を
約
束
し
ま
し
た
。

記

１
現
行
の
労
働
時
間
の
上
限
規
制
を
遵
守
す
る
こ
と
は　

も
と
よ
り
、さ
ら
な
る
長
時
間
労
働
の
是
正
に
向
け
、　

一
層
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

２
労
働
時
間
規
制
の
緩
和
に
頼
る
こ
と
な
く
、人
手
不　

足
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

３「
過
労
死
ゼ
ロ
」の
目
標
達
成
に
向
け
て
、取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
。

中東情勢 混沌
エネルギー危機
政府の回答は？

労働時間規制を守れ労働時間規制を守れ

厚生労働省へ要請書を手交する交運労協の池之谷潤議長（左から
２人目）

国土交通省へ要請書を手交する池之谷議長
（左端）と水嶋事務次官（同２人目）

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行２０２６年５月20日 第１２７２号（2）



憲
法
大
集
会
に
５
万
人

若
い
世
代
に
広
が
る

第
一
人
者
浦
田
氏
が
執
筆

ラ
イ
ド
シェ
ア
問
題
の
必
読
書

本の紹介核
戦
争
に
勝
者
は
い
な
い

核
兵
器
廃
絶
５
２
４
万
署
名
を
国
連
へ

「どうなる？ライドシェア
 交通と労働の未来」
 浦田 誠  著
５月８日、
岩波ブックレットより刊行
定価：６８０円＋税

書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

著
者
は
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
労
働
に

関
す
る
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る
浦

田
誠
氏
。
浦
田
氏
は
国
際
運
輸
労
連

（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
）
の
政
策
部
長
と
し
て
活

躍
し
、
現
在
は
労
働
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
執
筆
活
動
を
展
開
。
全
自

交
の
様
々
な
行
事
や
、「
交
通
の
安

全
と
労
働
を
考
え
る
市
民
会
議
」
の

集
会
等
で
も
、
た
び
た
び
講
演
を
頂

い
て
き
ま
し
た
。

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た

80
ペ
ー
ジ

　

本
の
中
か
ら
一
つ
の
文
章
を
引
用

し
ま
し
ょ
う
。「
料
理
や
日
用
品
も

ア
プ
リ
を
介
し
て
届
け
ら
れ
る
生
活

が
広
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
便
利

さ
の
陰
に
は
、
最
低
賃
金
す
ら
稼
げ

ず
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
い
つ

解
雇
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
大
勢
の

ギ
グ
労
働
者
が
い
る
。
本
著
を
通
じ

　
「
核
兵
器
は
人
間
と
共
存
で
き

な
い
。
悪
魔
の
兵
器
だ
」。
広
島

に
投
下
さ
れ
た
原
爆
で
父
を
亡
く

し
、
母
親
の
胎
内
で
被
爆
し
た
浜

住
治
郎
さ
ん
（
日
本
被
爆
者
団
体

協
議
会
事
務
局
長
）
は
、
国
連
で

訴
え
ま
し
た
。

　

い
ま
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
は
、
５
年
に
一
度
の
核
不

拡
散
条
約
再
検
討
会
議
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
は
冷
戦

下
の
１
９
７
０
年
「
核
兵
器
は
全

人
類
に
惨
害
を
も
た
ら
す
」
と
い

う
危
機
感
の
下
、
核
兵
器
削
減
や

不
拡
散
を
決
め
た
国
際
条
約
で
、

各
国
が
「
核
戦
争
に
勝
者
な
し
」

と
い
う
認
識
を
共
有
し
、
一
時
は

核
軍
縮
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

て
、
日
本
で
私
た
ち
の
生
活
に
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
・
そ
う
で
な
い
も

の
を
読
者
が
精
査
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
」。
そ
れ
が
、
こ
の
本
を

貫
く
テ
ー
マ
で
す
。

世
界
と
日
本
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
ど
の
よ
う
に
始
ま
り
、
ど
ん
な
手

段
で
拡
大
し
、
働
く
者
の
待
遇
や
利

用
者
の
安
全
を
ど
れ
だ
け
悪
化
さ
せ

て
き
た
の
か
▽
ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
運
営
す
る
巨
大
な
プ
ラ
ッ
ト

　

し
か
し
、
今
や
再
検
討
会
議
の

場
で
は
大
国
間
の
避
難
の
応
酬
が

続
き
、
核
兵
器
の
増
強
や
拡
散
が

進
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
、
全
自
交
が

加
盟
す
る
、
連
合
や
原
水
爆
禁
止

日
本
国
民
会
議
（
原
水
禁
）
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
代
表
団
を
派

遣
。
全
自
交
の
組
合
員
の
皆
様
に

も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
署
名
約
５
２
４
万
筆

を
国
連
に
提
出
し
、
被
爆
者
の

方
々
と
と
も
に
世
界
の
人
々
に
被

爆
の
実
相
を
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶

の
必
要
性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

二
度
と
、
被
爆
者
の
方
々
の
悲

劇
を
繰
り
返
さ
ず
、
私
た
ち
の
命

と
生
活
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、

フ
ォ
ー
ム
企
業
に
対
し
、
労
働
者
や

市
民
、行
政
や
司
法
が
、い
か
に
闘
っ

て
き
た
の
か
▽
そ
し
て
、
自
動
運
転

化
を
含
め
て
こ
の
先
は
ど
う
な
る
の

か
―
―
と
い
う
課
題
が
、
詳
細
な
具

体
例
と
と
も
に
約
80
ペ
ー
ジ
の
読
み

や
す
い
分
量
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
ハ
イ
タ
ク
労
働
者
が
賃
金

と
雇
用
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
と
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
一
冊
で
す
。

核
兵
器
廃
絶
へ
の
声
を
上
げ
続
け

ま
し
ょ
う
。

　

全
自
交
労
連
に
加
盟
す
る
自
動

車
教
習
所
労
組
の
仲
間
７
名
が
、

４
月
27
日
、
連
合
・
自
動
車
教
習

所
連
絡
会
の
主
催
し
た
第
７
回
全

国
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
10
の
産
別
労
組
か

ら
現
場
で
働
く
人
を
中
心
に
、
約

50
名
の
自
教
労
組
関
係
者
が
参

加
。
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
①
国
（
警
察
庁
・
厚
生
労
働

省
）
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
要
請

を
行
う
か
②
春
闘
の
状
況
や
賃

金
・
労
働
条
件
③
若
年
層
や
女
性

に
も
魅
力
あ
る
取
り
組
み
な
ど
、

に
つ
い
て
討
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

近
年
、
自
教
職
場
で
も
人
手
不

　
「
時
は
来
た
」。
高
市
早
苗
首
相

は
、
そ
う
言
っ
て
改
憲
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」「
国
民
主
権
」

「
平
和
主
義
」
の
原
則
を
定
め
た

日
本
国
憲
法
を
、
自
民
党
が
中
心

に
な
っ
て
変
え
た
時
、
は
た
し
て

〝
自
由
で
平
和
な
日
本
〞
の
未
来

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ア

メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
、
戦
前
の
日
本

の
よ
う
に
外
国
で
戦
争
を
繰
り
返

す
国
、
中
国
の
よ
う
に
政
府
が
強

大
な
権
力
で
国
民
を
管
理
す
る
国

に
な
っ
て
、
喜
ぶ
の
は
一
部
の
限

ら
れ
た
権
力
者
だ
け
で
す
。
そ
し

足
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
討
論
の
中
で
は
「
年
間
休
日

を
ど
う
や
っ
て
増
や
す
か
」「
新

人
が
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
っ
た
。

長
時
間
労
働
あ
り
き
、
残
業
あ
り

き
の
体
質
で
は
人
が
定
着
し
な

い
」
と
い
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た「
近
隣
住
民
か
ら『
音

が
う
る
さ
い
』
と
生
卵
を
投
げ
ら

れ
た
」、「
外
国
人
の
生
徒
が
増
え
、

そ
れ
ぞ
れ
言
葉
も
違
う
の
で
、
毎

回
自
動
翻
訳
機
を
使
っ
て
教
習
し

て
い
る
」、「
怒
ら
ず
に
優
し
く
、

安
全
運
転
に
必
要
な
技
術
を
伝
え

る
工
夫
」
な
ど
現
場
の
苦
労
を
物

語
る
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
自
交
か
ら
は
秋
田
地
連
・
太

平
自
動
車
学
校
職
員
労
働
組
合
の

藤
原
勇
委
員
長
ら
２
名
、
新
潟
地

連
・
新
井
自
動
車
学
校
労
組
の
岡

田
章
委
員
長
ら
２
名
、愛
知
地
連・

愛
知
県
自
動
車
学
校
労
働
組
合
江

南
分
会
の
大
橋
正
和
委
員
長
ら
３

名
と
、
本
部
の
津
田
光
太
郎
書
記

次
長
が
参
加
し
、
職
場
や
産
業
の

課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
問
題
を
今
か
ら

学
ぶ
人
に
も
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め

た
い
人
に
も
〝
必
読
〞
の
一
冊
、「
ど

う
な
る
？
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア　

交
通
の

労
働
と
未
来
」
が
、
こ
の
ほ
ど
岩
波

て
そ
の
被
害
を
最
も
受
け
る
の
は

若
い
世
代
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
、
東

京
の
有
明
で
開
か
れ
た
憲
法
大
集

会
に
は
、
昨
年
、
一
昨
年
を
大
き

く
上
回
る
５
万
人
が
参
加
。
特
に

若
者
の
姿
が
増
え
た
こ
と
が
印
象

的
で
、
若
い
世
代
に
改
憲
反
対
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
パ
ン

ク
ロ
ッ
ク
の
演
奏
な
ど〝
フ
ェ
ス
〞

の
よ
う
な
催
し
と
共
に
、
核
兵
器

廃
絶
や
女
性
の
人
権
、
国
家
に
よ

る
国
民
の
監
視
な
ど
の
テ
ー
マ
で

ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
し
読
み
、注
文
は
こ
ち
ら

か
ら

※
岩
波
書
店
Ｈ
Ｐ
へ

ニューヨークの国連本部で開催中の核不拡散条
約再検討会議（原水禁ホームページより）

ノーベル平和賞を受賞した「日本被団協」の被
爆者の方々は4月17日、日本政府に対し、非核
三原則の厳守を求めました（国会前）

多くの参加者が芝生でくつろぎな
がら「ＮＯ ＷＡＲ」、「主権者
は、私たち」と声を上げました

討論のまとめを報告する愛知
県自動車学校労組江南分会の
大橋正和委員長

全国の自教労組が交流全国の自教労組が交流

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２７２号（3）２０２６年５月20日



神
戸
相
互
タ
ク
事
件

つくろう！労働組合

県
労
委
で
審
問
す
す
む

組織拡大
各地で実施

石
川ハイ
タ
ク
連
合
会

関
西
地
方
連
合
会

燃
料
問
題
緊
急
要
請

東
北
地
連
さ
ら
に
拡
大

要請先一覧＜第二弾＞
【青森地連】　
　4月28日＝八戸市

【岩手地本】
　4月14日＝一関市
　4月14日＝二戸市
  ※２回目

　4月15日＝大船渡市
　4月24日＝釜石市
　4月28日＝北上市
　5月  7日＝久慈市
※3月の要請先は前号記載

　

東
北
の
各
地
連
・
地
本
は
、
燃

料
高
騰
へ
の
対
策
と
タ
ク
シ
ー
産

業
へ
の
支
援
を
求
め
、
各
自
治
体

に
要
請
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
号
で
３
つ
の
県
と
４
つ
の
市
へ

の
要
請
を
報
じ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
岩
手
地
本
を
中
心
に
８
つ
の

市
に
要
請
し
、
自
治
体
独
自
の
支

援
を
訴
え
ま
し
た
。

　

全
自
交
石
川
ハ
イ
タ
ク
連
合
会

は
、
４
月
20
日
の
月
曜
日
に
執
行

部
５
名
で
、
全
自
交
労
連
の
組
織

拡
大
行
動
の
一
環
と
し
て
石
川
県

全
域
を
回
り
ま
し
た
。

　

能
登
地
区
の
和
倉
温
泉
駅
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
七
尾
駅
・
羽
咋
駅
、

金
沢
地
区
は
金
沢
駅
東
口
・
西
口

の
両
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
、
南
加
賀

地
区
は
小
松
空
港
・
加
賀
温
泉

駅
・
粟
津
駅
・
小
松
駅
を
順
次
回

り
、
全
自
交
労
連
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
な
が
ら
、
職
場
で
の
賃
金
・

労
働
条
件
に
対
す
る
理
不
尽
な
話

や
悩
み
事
等
の
現
場
の
声
を
聞
き
、

労
働
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
、
労

働
組
合
の
結
成
や
全
自
交
へ
の
加

盟
を
勧
め
ま
し
た
。

　

能
登
地
区
で
は
月
曜
日
と
い
う

事
も
あ
り
駅
周
辺
の
人
影
も
ま
ば

ら
で
、
待
機
車
両
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。
能
登
地
震
以
降
、
地
元

客
や
観
光
客
が
減
り
、
県
外
か
ら

の
業
者
の
需
要
が
経
済
を
支
え
て

き
ま
し
た
が
、「
復
旧
に
も
一
区
切

　

全
自
交
関
西
地
方
連
合
会
は
３

月
16
日
、
神
戸
や
阪
神
間
の
駅
の

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
９
カ
所
で
、
組

織
拡
大
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ビ
ラ
に
は
労
働
相
談
を
呼
び
か

け
る
文
面
と
と
も
に
、
神
戸
相
互

タ
ク
シ
ー
の
不
当
労
働
行
為
の
実

態
と
、
労
組
の
闘
い
を
紹
介
す
る

内
容
を
記
載
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と

と
も
に
配
布
し
ま
し
た
。

り
が
つ
き
県
外
業
者
が
減
る
中
で

再
度
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
声
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
南
加
賀
地
区
で
は
新
幹
線

の
延
伸
以
降
、
好
調
が
続
い
て
お

り
、
賃
金
面
よ
り
も
雇
用
・
待
遇

面
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
今
後
な
ど

将
来
へ
の
不
安
を
耳
に
し
ま
し
た
。

　

石
川
ハ
イ
タ
ク
連
合
会
で
は「
今

回
の
組
織
拡
大
行
動
を
通
し
て
改

め
て
地
域
間
格
差
を
再
認
識
し
、

ハ
イ
タ
ク
産
業
が
公
共
交
通
と
し

て
維
持
継
続
す
る
た
め
に
も
、
ハ

イ
タ
ク
労
働
者
の
賃
上
げ
や
処
遇

改
善
は
不
可
欠
だ
と
感
じ
た
」
と

述
べ
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
完
全
解
禁

阻
止
を
筆
頭
に
、
我
々
ハ
イ
タ
ク

労
働
者
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
行

政
に
訴
え
て
い
く
た
め
に
も
組
織

拡
大
行
動
を
継
続
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
」
と

の
所
感
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
労
働
委
員
会
で
、
神
戸

相
互
タ
ク
シ
ー
事
件
の
審
問
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
は
３
月

16
日
、
第
２
回
は
４
月
22
日
に
開

催
さ
れ
、
両
日
と
も
傍
聴
席
は
全

て
支
援
者
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
最

終
陳
述
は
６
月
23
日
に
行
わ
れ
、

10
月
に
は
労
働
委
員
会
の
命
令
の

内
容
が
決
ま
る
見
通
し
で
す
。

　

２
回
の
審
問
で
は
、組
合
側（
申

し
立
て
人
）
と
、
会
社
側
（
被
申

し
立
て
人
）
の
双
方
が
尋
問
を
受

け
ま
し
た
。
労
働
委
員
会
の
公
益

委
員
は
、
第
二
組
合
で
あ
る
「
神

戸
相
互
タ
ク
シ
ー
従
業
員
労
組
」

の
結
成
の
経
過
に
つ
い
て
の
質
問

や
、
営
業
所
の
「
所
長
」
が
第
二

組
合
の
委
員
長
に
就
任
し
た
こ
と

に
関
す
る
質
問
、
安
尾
崇
伯
副
委

員
長
へ
の
懲
戒
解
雇
処
分
に
至
る

経
過
の
質
問
な
ど
を
行
い
、
労
使

双
方
の
回
答
を
聞
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
尋
問
後
の
報
告
集
会
で

は
、
在
間
秀
和
弁
護
士
が
「
公
益

委
員
は
資
料
を
か
な
り
読
み
込
ん

で
い
る
。
今
回
の
尋
問
で
、
会
社

の
不
当
労
行
為
の
全
体
状
況
が
明

ら
か
に
な
っ
た
」
と
の
見
解
を
示

し
ま
し
た
。
安
尾
副
委
員
長
が
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
支
援
者
に
、
傍

聴
の
お
礼
を
述
べ
、
民
事
訴
訟
も

含
め
た
闘
い
に
つ
い
て
引
き
続
き

の
支
援
を
願
い
ま
し
た
。

全国各地でメーデー

能登の七尾駅で、話を聞く

八戸市への要請。左端は全自交
組織内の山名文世市議、同3人目が
青森地連の後藤勝委員長

北上市への要請。右から2人目が
岩手地本の今野徹委員長、同3人目
が楳森泰彦副委員長

北陸新幹線の小松駅

櫻井邦広委員長ら７名で９
カ所の乗り場を回りました

久慈市への要請

一関市への要請大船渡市への要請

第
２
回
審
問
後
に
行
わ
れ
た

報
告
集
会

尼崎メーデー

神戸メーデー 大阪メーデー

三多摩メーデー

盛岡メーデー小田原・足柄メーデー

埼玉メーデー

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行２０２６年５月20日 第１２７２号（4）


	26.05.全自交しんぶん1272.indd
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